
【 第６８回 志学中学校 卒業証書授与式 】 期日：令和３年３月１０日（水）

志魂 の精神で夢に挑み続ける限り、我々に別れはない。

志魂とは世の中を開拓する不屈の精神であり、志学のプライドである。

真摯で朗らか、誰に対しても温かい３年生たちが卒業しました。

我々も前を向き、胸を張ってこれからも頑張りたいと思います。

【 卒業生 旅立ちのことば（抜粋）】

一年生の皆さん。いつも元気な皆さんのおかげで学校がとても明るく、私自身、部活動や行事の準備などがしん

どくてあきらめそうな時、皆さんの明るさに元気づけられたことが何度もありました。二年生の皆さん。皆さん

は、何事も気づくのが早く、大変な時には助けてくれたり、雰囲気が重ければ盛り上げようとしてくれました。

アイデアもたくさん出してくれて、特に行事ではとても助けられました。先生方には、いつも楽しく、分かりや

すく、丁寧に授業をしていただきました。分からない所を聞いたら、休憩の時間でも丁寧に教えてくださったり、

苦手な所のプリントを作ってアドバイスしてくださるなど、先生方のおかげで、苦手だった所も今では得意にな

りました。最後に、家族の皆さん。いつも変わらず私の話を聞いて、笑顔で励ましてくれました。家族の支えが

あったからこそ、乗り越え、やりきることができました。そして、私を一番大きく成長させてくれたのは、生徒

会活動だと思います。特に今年は、生徒会長という立場を任せていただき、たくさんのことにチャレンジし、充

実した一年となりました。 N・Iさん

部活動で自己ベストを出した時、一緒になって喜んでくれる友達や、笑顔で迎えてくださる先生方がおられ、部

活動を三年間やり切って自分自身も成長できたと思います。一年生の皆さん。いつも先輩についてきてくれるHI

さん、物知りなKKさん、周囲を笑顔にするTSさん、周りを見て気遣いのできるKMさん、四人で協力し、何

事も最後までやり切ってください。二年生の皆さんは、今までより責任が重く大変な時もあると思います。困っ

た時はいつも助けてくれるHIさん、仲間に気遣いができるTKさん、何でも頼れるHKさん、いつも笑顔で明る

い気持ちにしてくれる SSさん、人が思いつかないようなアイデアを出してくれるHWさん、この五人なら、何

でもやり切ってくれると信じています。私は小三の時に志学に転校し、同級生四人と六年間を過ごしました。高

校に行っても、またこの五人で会えたらと思います。家族の皆さん。この三年間、家族のおかげでこれまでやっ

てこられたと思います。この三年間、先生方、地域の皆さん、家族、そして後輩のみんなに支えてもらい、とて

も充実した楽しい中学校生活を送ることができました。 H・Iさん



この三年間は、いろいろなことをいろいろな場所、いろいろな場面で知ることができました。一年生の時、部活

動をしていたら、体調が急激に悪くなり、しばらくの間、学校に通うことができませんでした。三年生になった

ら毎日学校に行けるように頑張ろうと思ったけど、うまくいかず、悩むこともありました。でも、今は、これま

で大変なことばかりでしんどかったのに、最後まで頑張った自分をほめたい気持ちです。親には迷惑をかけてば

かりで、本当に申し訳ないと思っています。先生方は、僕がいつでも来れるように準備をしてくださり、とても

感謝しています。そしてみんなには、僕がどんな状況でも、変わらず話し相手や遊び相手になってもらって、と

ても楽しかったです。一、二年生のみんな、困った時は、相談に乗ってくれる人が必ずいます。そんな人が一人

でもいると気分が楽になるから、無理せず頑張ってね。先生方にはこれからも相談することがあるかもしれない

ので、その時はよろしくお願いします。 K・Oさん

ＳＳＴ、地域と一緒になって行った運動会や文化祭、小学生との給食や昼休み、もう今までのようにできなくな

ると思うと少し悲しいです。一年生は、男子がにぎやかで、一緒に遊ぶのがとても楽しかったです。来年からは

後輩ができるので、全員で落ち着いて生活してください。二年生は、みんな違って一人一人の色があるので、色

を出し合って、よりよい学校にしていってください。三年生の皆さん、NIさんは、昔から運動も勉強もできて、

僕の憧れでした。HIさんは、すごくしっかりしているけど、ふざける時は一緒にふざけていて、僕はそれがい

いと思います。KOさん、僕達はよくけんかをしたけど、けんかするほど仲がいいと言いますが、そうだと思い

ます。TMさん、集中力がすごいので、そこがいい所だと思います。先生方には、三年間温かく見守っていただ

き、本当にありがとうございました。家族には、義務教育の九年間、本当にお世話になりました。

R・Sさん

自分は昔からあまり人と話さず、無口だったと親から聞いていました。それがここまで話せるようになったと思

うと、やはり学校という所は偉大な所だと思います。自分にとって中学校生活は、成長することのできた三年間

でした。三年生の時は、部活動のキャプテンを任せてもらいました。想像以上に難しく、うまくいかないことが

たくさんありました。それでも少しずつ、自分にできることを考えてやれるようになりました。周りをよく見て

行動することも学びました。キャプテンとしてのあり方を教えてくださった I先生には感謝しています。個人追

究活動では、森林について追究したいと思ってはいたものの、何をしたらいいのか全く分かりませんでした。地

域の方に教えていただき、先生方が協力してくださったおかげで、自分なりに満足のいく発表ができました。活

動の中で、箸や皿作り、全国植樹祭で植林する苗の世話をするなど成長できる機会を与えてくださった先生方、

付き合ってくれた在校生の皆さん、一緒に過ごした同級生の皆さん、僕の無茶に付き合いながらここまで育てて

くれた家族のみなさん、お世話になりました。 T・Mさん

【 在校生代表 お別れのことば（抜粋）】

新型コロナウィルスの影響で、多くの行事や儀式が中止・縮小となる中、このように

全校がそろって卒業式をできることを、本当にうれしく思います。卒業生の皆さんと

は、保・小・中と、長い年月をこの校舎で一緒に過ごしました。運動会では、自分の

役割だけでなく、周りに気を配り、困っているときには助けてくださいました。お互

いの意見がわかれてしまった時にも、間に入っていつも正しい方向に導いてください

ました。文化祭の演劇では、なかなか役に入り込めない私たちに、気持ちをこめた生

き生きとした演技を見せてくださり、その姿に大きな刺激を受けました。部活動では、

優しく、時には厳しく、私たちに後輩としての仕事を教えてくださいました。そのお

かげで、人との関わり方について改めて考えることができました。卒業されるのは寂

しいですが、卒業生の皆さんが今まで受け継ぎ、発展させてこられたこと、私たちに教えてくださったことを今度は私たちが後輩に繋ぎ、

志学中を引っ張っていきます。ご卒業された後も、この学校で学んだことや思い出を忘れず、夢に向かって歩んでいってください。

在校生代表 ２年生 S・Sさん（生徒会長）

＜今後の予定＞

3/24（水）修了式・離任式（給食なし） 4/7（水）新入生登校日 4/8（木）着任式・始業式（給食開始）
4/9（金）入学式 4/12（月）新入生歓迎会 4/13（火）生徒集会


